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1

第１章 はじめに/本手引について

⚫手引改訂の経緯と目的

⚫改訂のポイントや工夫点

⚫用語について

【改訂版の手引 P６-P10】



 

  ２０１７年７月 第３次自殺総合対策大綱閣議決定

  ２０１８年11月 「自死遺族等を支えるために～総合的支援の手引」を発行

（自殺総合対策推進センター）

2

手引改訂の経緯（P7）

  ２０２２年10月 第４次自殺総合対策大綱閣議決定

  「手引の活用を推進するとともに、必要な見直しや情報の整理及び提供を行う」

  ２０２４年９月

  「自死遺族等を支えるために 総合的支援の手引（改訂版）」を公開

（いのち支える自殺対策推進センター）

マップが含まれている画像 

自動的に生成された説明

https://jscp.or.jp/izoku_support/handbook2024.html


3

手引改訂の背景と目的（P７）

自死遺族等

住んでいる地域によって

受けられる支援が異なる

必要な情報が入ってこない

支援者

自死遺族等支援の

知識や経験がない

傷つけてしまうことを恐れて

何もできない
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手引改訂の背景と目的（P７）

自死遺族等

住んでいる地域によって

受けられる支援が異なる

必要な情報が入ってこない

支援者

自死遺族等支援の

知識や経験がない

傷つけてしまうことを恐れて

何もできない

自死遺族等支援に関わる支援者を後押しすることで、

自死・自殺により家族や身近な人を亡くした人が、

本人の希望に応じて、心理面及び生活面において、

必要な支援を必要なタイミングで受けることができるようにしたい



⚫ 自死遺族等の置かれがちな状況や心がけたいことなど具体例を提示

⚫ 事業を実施する際の参考となるよう、地方公共団体や民間団体が

実施している自死遺族等支援事業の事例を多数掲載

（改訂前の３事例から、27事例に増強）

⚫ 研修資料や自死遺族等向けのリーフレット等の作成などへの活用

（手続一覧、相談窓口、イラスト等）

⚫ 最新情報へアクセスしやすいように、URL及びQRコードを掲載

⚫ 自死遺族等の心情にも配慮し、用語の使い方等を工夫

5

改訂のポイントや工夫点
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目次
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自死・自殺の使い分け （P９）

⚫ 法令や医療などに関する用語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・自殺

（例：自殺対策、自殺未遂）

⚫ 身近な人を自死・自殺で亡くした人やこどもなどに関する用語・・自死

（例：自死遺族、自死遺児）

⚫ そのほかの用語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・自死・自殺

（例：自死・自殺で亡くなった）
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第２章 自死遺族等が置かれがちな状況

⚫身近な人を自死・自殺で亡くした時の反応や変化
⚫遺族等が直面し得る課題

【改訂版の手引 P12-P26】



身近な人を自死・自殺で亡くした時の反応や変化 (P14-15)

9



10

身近な人を自死・自殺で亡くしたこどもの反応や変化 （P18-P19 ）
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遺族等が直面し得る課題 （P24-25）



事故物件には
住みたくない

誤った認識

無理解

誤った認識や偏見に伴う課題 （P2３）

自殺した人は成仏できない

偏見

差別

人身事故だって迷惑・ ・ ・

育て方を間違ったのでは？

あの家は呪われている

なんで気づけなかったの？

12
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第３章 自死遺族等支援の枠組み

⚫自死遺族等支援の法的根拠
⚫自死遺族等支援に関する事業
⚫国・地方公共団体・関係機関の役割

【改訂版の手引 P２８-P３６】



自殺対策基本法
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２００６年施行 /2016年改正

（⽬的）

第一条 この法律は、近年、我が国において自殺による死亡者数が高い水準で推移している状況にあり、

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して、これに対処していくことが重要な課題と

   なっていることに鑑み、自殺対策に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共団体等の責務を明らかに

   するとともに、自殺対策の基本となる事項を定めること等により、自殺対策を総合的に推進して、

   自殺の防止を図り、あわせて自殺者の親族等の支援の充実を図り、もって国民が健康で生きがいを

   持って暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とする。

（名誉及び生活の平穏への配慮）

第九条

自殺対策の実施に当たっては、自殺者及び自殺未遂者並びにそれらの者の親族等の名誉及び生活の

平穏に十分配慮し、いやしくもこれらを不当に侵害することのないようにしなければならない。

自死遺族等支援の法的根拠（P28 ）

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=418AC0100000085_20160401_428AC0100000011
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自殺対策基本法
２００６年施行 /2016年改正

（自殺者の親族等の支援）

第二十一条 国及び地方公共団体は、自殺又は自殺未遂が自殺者又は自殺未遂者の親族等に及ぼす

深刻な心理的影響が緩和されるよう、当該親族等への適切な支援を行うために必要な施策を講ずる

   ものとする。

（民間団体の活動の支援）

第二十二条 国及び地方公共団体は、民間の団体が行う自殺の防止、自殺者の親族等の支援等に関する

活動を支援するため、 助言、財政上の措置その他の必要な施策を講ずるものとする。

自死遺族等支援の法的根拠（P28 ）

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=418AC0100000085_20160401_428AC0100000011
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令和４年10月閣議決定

自殺総合対策大綱自死遺族等支援の法的根拠（P29 ）

厚生労働省作成「「自殺総合対策大綱」
（令和４年10月閣議決定）（概要）」より抜粋

https://www.mhlw.go.jp/stf/taikou_r041014.html
https://www.mhlw.go.jp/content/001002255.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001002255.pdf
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国・地方公共団体・関係機関の役割 （P34-P35）
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⚫ 自死遺族等支援団体などを含めた会議体の設置

⚫ 支援者向けの研修やマニュアルの作成

⚫ 自死遺族等に配布するパンフレットなどの作成や相談窓口の設置

⚫ 複雑な事案の支援に関わる職員のフォロー

⚫ 「要保護児童対策地域協議会」や「ひとり親家庭等の支援」「ヤングケアラー支援」

など既存の支援制度の枠組みとの連携

都道府県に期待される役割 （P33 ）
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⚫ 自死遺族等が来訪する窓口でのパンフレットや相談窓口一覧の配布

⚫ 自死遺族等支援に関するケース会議などの実施

⚫ 警察や消防、医療機関と連携した自死遺族等への個別訪問

⚫ ほかの市区町村や民間団体などと連携した啓発イベントやわかち合いの会の実施

市区町村に期待される役割 （P33 ）
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第４章 自死遺族等支援の実践

⚫自死遺族等と接する際に心がけたいこと
⚫事業を実施する上でのポイント

【改訂版の手引 P38-P62】



⚫ 落ち着いた環境で、プライバシーが守られ、感情表出できるよう配慮する

⚫ 相談対応に十分な時間を確保する

⚫ 背景には様々な課題があるかもしれないことを想像する

⚫ 主訴を整理し、抱えている課題や必要な支援を明確にしていく

21

自死遺族等と接する際に心がけたいことの例 （P38-P39）
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自死遺族等と接する際に心がけたいことの例 （P38-P39）

⚫ ゆっくりとわかりやすく説明する

⚫ 具体的な情報はメモで渡す

⚫ 「なにかあれば、いつでも、また相談してください」と伝える



⚫ 亡くなった理由や（場所や手段など）詳細を無理に聞き出したりしない

⚫ 「〇〇すべき、○○すべきでない」と一方的な意見や判断を押し付けない

⚫ 無理やり感情を吐き出させようとしない

⚫ 安易な慰めをしない

⚫ 精神科医療につなぐ必要があるなどと断定的な対応をしない

⚫ 自死遺族等を傷つける可能性がある言葉を使わない

23

自死遺族等と接する際に心がけたいことの例 （P38-P39）



⚫ 保護者の合意を得て、相談の上で行う

⚫ 安心して感情表現でき、自然で普通にいられる場を作る

⚫ 発達段階に応じた、対応や言葉遣いを心がける

⚫ 質問には誠実に答える

24

身近な人を自死・自殺で亡くしたこどもと接する場合 （P40-P41）
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身近な人を自死・自殺で亡くしたこどもと接する場合 （P40-P41）

⚫ こどもにプレッシャーを与える可能性がある励ましの言葉を使わない

⚫ 絵を描くなどの遊びを通し、言葉以外で感情を表出できるようにする

（無理強いしたり、評価をしたりしない）

⚫ からだを動かし、エネルギーや感情を発散できるようにする

⚫ 過剰な心配をしない
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こどもに事実をどう伝えるべきか （P41）



⚫ 地域におけるネットワークの強化（不特定多数を対象とした調査、支援者支援）

⚫ 自死遺族等支援に関わる人材の育成

⚫ 住民への啓発と周知

⚫ 自死遺族等への情報提供（提供の時期及び提供方法、社会資源、検索キーワード）

⚫ 自死遺族等を対象とした相談

⚫ わかち合いの会や遺族のつどいの開催、運営（進行役の役割、決まり事、当日の流れ）

⚫ 身近な人を自死・自殺で亡くしたこどもの支援（ひとり親家庭等の支援、ヤングケアラー）

⚫ 学校における対応（対応の流れ、大学における対応）

⚫ 職場における対応
27

自死遺族等支援事業を実施する上でのポイント （P42-P62）

※赤字は旧手引からの追加箇所
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不特定多数を対象とした調査を行う際のポイント （Ｐ４２）

⚫ 受け取った時に、すぐに「自死」「自殺」という言葉が目に入らないようにする

⚫ 回答は任意であることや、不特定多数に送られていることを明確にする

⚫ 体調不良になった時の相談先を明記する

⚫ 郵送する際は、白黒の封筒など、「喪」を思い起こさせるような様式を使用しない
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啓発活動を実施する際のポイント (P4５)

⚫ 申込方法や開催場所など、参加者のプライバシーに配慮する

（匿名性を保つ、撮影が入る場合は顔が映らないエリアを作るなど）

⚫ 参加者の突然の体調不良などに備え、休憩できる場所を別に用意する

⚫ 「自死」「自殺」の使い分けなど自死遺族等の心情に配慮した言葉を検討する

⚫ 「いのちを大切に」「いのちを捨てないで」「自死・自殺は防げる」「汚名返上」

など、自死遺族等が傷つく可能性のある言葉は使わない
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自死遺族等への情報提供を行う際のポイント （P46-P47）
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【改訂版の手引 P６４-P８０】

第５章 自死遺族等支援の取組事例
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テキスト

自動的に生成された説明

自死遺族等への情報提供（P69）

https://www.pref.iwate.jp/seishinhoken/1037916/1015900.html


マップが含まれている画像 

自動的に生成された説明

33

自死遺族等への情報提供（P69）

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/taisetunahito.html
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自死遺族等を対象とした相談 （P71）
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ダイアグラムが含まれている画像 

自動的に生成された説明

身近な人を自死・自殺で亡くしたこどもの支援 （P7４）

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000175/175015/3zisihogosya.pdf


第６章 自死遺族等が直面し得る課題
に対する参考情報

36

【改訂版の手引 P82-P112】



自死遺族等が行う必要がある手続リスト （P8２ -P８７）

37
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利用できる可能性のある生活支援制度（P88-P91）

（１） 遺族年金

（２） 生活福祉資金貸付制度

（３） 生活困窮者自立支援制度

（４） 生活保護制度

（５） ひとり親家庭等の支援制度

（６） 災害共済給付制度

（７） 就学援助制度

（８） 高等学校等就学支援金制度

（９） 高等教育の修学支援新制度

        （授業料等減免と給付型奨学金支給）

（10） 国の教育ローン

（11） 奨学金制度（日本学生支援機構）

（12） 奨学金制度（あしなが育英会）

※赤字は旧手引からの追加箇所



直面し得る課題に対するＱ＆Ａ (P92-P107)

39

（１） 相続

（２） 財産の処分

（預貯金、デジタル遺品）

（３） 生命保険の免責

（４） 賃貸トラブルや不動産売買

（５） 過労自殺

（６） 鉄道で亡くなった場合の

損害賠償請求

（７） 医療過誤問題

（８） インターネットに関するトラブル

（９） いじめ・不適切指導

（11） 警察等が取り扱う死体の死因又は

身元の調査等に関する法律

（12） 失踪宣告

※赤字は旧手引からの追加箇所



マップが含まれている画像 

自動的に生成された説明
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※画像をクリックいただくと、紹介ページに移行します。

図形, 矢印

自動的に生成された説明

自死遺族等を支えるために 総合的支援の手引（改訂版）

【公 開】令和６年９月3 0日
【作 成】いのち支える自殺対策推進センター（ JSC P ）
【内 容】Ａ４、128ページ、全６章

自殺対策や自死遺族等支援に関連する民間団体の方向けに、
各団体１冊まで手引の冊子を郵送しております。
（地方公共団体の方は、地域自殺対策推進センターに確認ください）

民間団体の方で、郵送を希望される方は、
下記のフォームに必要情報をご入力ください。
（受付後、お届けまでは１〜２週間程度かかります。）
ht t ps : / / fo r ms . of f i ce . com/r /KYg3QJ6Hss

https://jscp.or.jp/izoku_support/handbook2024.html
https://jscp.or.jp/izoku_support/handbook2024.html
https://forms.office.com/r/KYg3QJ6Hss


ご清聴ありがとう

ございました

41

自殺対策の「いま」を届ける

JSCPニュースレターにご登録ください。

登録はこちら
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